
日本の成人生体肝移植における費用対効果分析
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結論：Child-Pugh分類Cの患者に対する生体肝移植と保存的治療の比較では、増分費用効果比は
208万円/質調整生存年（20,708 米ドル/質調整生存年）と費用対効果的であった。

目的：日本の全国データベースを用いて、成人患者における保存的治療と比較した生体肝移植の
費用対効果を明らかにすること。
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